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特集1
どこまで速くなる？どこまで距離は延びる？

［検証］

20Mを超えた
ADSLの
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特 集

20Mを超えたADSLの実力

ブロードバンドの普及に一役を買ったADSLは、12Mbpsサービスの開始

から約10か月で倍速を実現し、この7月から8月にかけてベストエフォート

の24Mbps、26Mbpsサービスとして続々と開始される。すでにニュースや

回線事業者、プロバイダーのウェブサイトなどでご存じの人も多いと思うが、

本誌では「20M超ADSL」をサービス、技術、あらゆる面から分析したうえ

で、「20M超ADSLのホント」と今後のADSLについて検証する。
text：石田卓也（株式会社イプリオ）P.80～P.82、P.85

井上繁樹 P.86～P.87、P.96～P.97
佐々木康之 P88～P.95

illust：はぎわらけい

実力実力
j i t s u r y o k u
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詳細はさておき、「24M」「26M」と表記される20Mbps超ADSLとは何なのか。

12MbpsのADSLとは何が違うのか。まずはここで一挙に紹介しよう。もちろん、

各内容については、次ページ以降でサービス面と技術面から解説している。

理論上は一気に倍速！！

20M超ADSLの
気になるアレコレ一挙紹介

福岡、大分地方でADSL

事業を展開するコアラの報道

以降、相次いで対応が発表

された20Mbps超ADSL（以

降、20M超ADSL）。もちろ

ん、ある程度局舎から近くな

いと（約2キロ圏内）20Mbps

のスピードは出ないながらも、

原理的には現在の12Mbps

のADSLサービスより遅くな

ることはない。現在のスピー

ドに不満足だったり、あるい

は新規にADSLの導入を考えていたり

する場合や、1.5Mbpsや8MbpsのADSL

サービスからの乗り換えを考えているユ

ーザーには魅力的なメニューだ。

くまでベストエフォートも、
一部の人には大満足の速度

20M超ADSLでも、アッカとヤフ

ーBBは26M、そのほかは24Mとい

う数値を前面に出している。これ

だけでは、26Mのほうが速そうに

見えるが、実は速度向上のための

仕組みはほぼ同じだ。理論上の数

値26Mbpsをそのままサービス名に

入れているか、あるいはアマチュア

無線の干渉で2Mbpsの速度低下が

あると考慮し、24Mbpsと表記して

いるかの違いにすぎない。これに

ついては91ページで詳しく解説し

ている。

6M」と「24M」
表記は違うが
仕組みは同じ

アッカ・ネットワークスが公表しているADSLリンク速度
と線路距離の関係図の例。グラフは、0.4mm径ポリ
エチレン絶縁銅線ケーブルでノイズなし（理想的環境
下）における推定ADSLリンク速度。ベストエフォート
型サービスのため、ユーザーの利用環境や回線状態
によって最大速度に達しない場合がある。

ヤフーBBの場合、Yahoo! BB 12M

とYahoo! BB 26Mとの差額は300円。

多くのプロバイダーが利用するフレッツ

シリーズの場合、その差はさらに小さく、

NTT東日本で12M ADSL（フレッツ・

ADSLモア）との差は50円、西日本では

80円だ。また、回線費用以外のプロバ

イダー料金に関しては、現行の料金と同

じ設定のところがほとんど。20M超

M ADSLとの料金差は
数十円から数百円でOK

12M ADSLとはほぼ同じ仕組み

を用いるため、距離に関しては12M

ADSLとあまり変わりはない。NTT

局舎からの距離が5キロメートルを超

えているなど、リーチDSLのような長

距離用ADSLを使っている場合に

は、乗り換えるメリットはないと言っ

ていい。

ービスエリアは
12M ADSLと
ほぼ同じ

Yahoo! BB 12M
月額合計 3,538円

d

Yahoo! BB 26M
月額合計 3,838円

ADSLのメリットが出そうな距離（96ペ

ージ参照）であれば、ほとんど変わらな

い値段で接続できることになる。

※詳しい料金に関しては83ページの表を参照のこと

＋300円
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せっかくの高速なブロードバンド環境

を手に入れても、実は使っているパソコ

ンやネットワーク機器などが原因で本来

の性能が得られていない場合も多い。

20M超ADSLを導入する前や、今後の

機器の拡張のときなど、20Mを超えるス

ピードに対応しているかどうかを確かめ

る必要がある。特に、最近主流の

10/100Mbps対応のネットワークカード

やハブを使っているなら問題ないが、よ

庭や会社のネットワークを
20M超対応にする必要あり

り安価な10Mbps対応製品を使ってい

るようなことはないだろうか。また、パ

ソコンのOSがいまだウィンドウズ95で、

CPUがPentium初期のものだと厳しい

ものがある。また、あたりまえだが

10MbpsのLANケーブルや11Mbpsの

無線LANなどにも注意したい。つない

ではみたものの思ったようなスピードが

出ないときなど、回線の問題以外にもこ

のあたりを疑ってみよう。

ADSLの通信規格自体は新しくなる

が、2陣営に分かれることは以前と変わ

りない。方式は2通り。1つはAnnex C

を高速化したG.992.1 Annex Iと呼ば

れる規格。もう1つはAnnex Aを高速

化したG.992.5 Annex A（ADSL＋とも

呼ばれる）だ。前者はアッカ・ネットワー

クスやイー・アクセス、トーカイ、NTT東

西などが採用し、後者はヤフーBBが採

用している。

信方式は2派閥のまま
Annex AとAnnex Cの拡張版Annex I

20M超ADSLよりも高速な次世代

ADSLの規格も標準化が進められてい

る。現在発表されているものでも、下り

50Mbps、上りに関しても現在の約2倍、

3Mbpsのものがある。また、NTTの局

舎から5キロメートルを超える場合には

ヤフーBBなどの採用するリーチDSLの

独壇場だが、長距離でも高速な伝送が

可能だということだ。

これらが日本で実際に使えるようにな

るのはまだ先だと思われるが、早ければ

年内には導入されるという見方もある。

ければ年内にも30M超、50M超に速度向上

サービス開始前に20M超ADSL

対応をうたっている一部のモデムを

除き、ADSLモデム（ルーター内蔵タ

イプを含む）は 12M ADSLから

20M超ADSLへのサービス変更に

合わせて取り替える必要がある。IP

電話や高速な無線LANへの対応な

ど、新しいモデムにはそれだけで魅

力的な機器も多い。使っているモデ

ムに不満があるような場合にも、乗

り換えのよい機会と捕らえることもで

きるだろう。なお、一部12M ADSL

用のモデムならばファームウェアで対

応する事業者もある。

ース変更で
ADSLモデムは
総入れ替え

Annex A

Annex I

NTT東西

アッカ

イー・アクセス

ヤフーBB

■多機能ADSLモデム

通 コ

家

早

無線LAN対応
（IEEE 802.11g）

IP電話対応

省スペースを実現
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話題が先行して待ち状態の長かった20M超ADSL発表前に、一部の回線事業者

が低価格な1Mサービスを開始した。ADSLのラインナップは広がったものの、自

分に最適なものはいったいどれなのか。各サービスの違いを踏まえて選択したい。

安価な1Mサービスも登場

「20M超」追加で
最適なADSLを見つけよう

Ser v ice

▼ラインナップ拡充で
今こそ接続コースを見極める

20Mbpsを超えるサービスが始まったこ

とにより、ADSLの方式は1.5M、8M、12M、

24/26Mと4種類の中から選ぶことになっ

た。また、最近は接続スピードの向上を目

指すだけでなく、1Mbpsの低価格なサービ

スを各社が準備して幅広いニーズに対応で

きるようにもなった。これも加えると5種類

の接続コースから選択できるADSL。果た

してどれを選択するのがよいのだろうか。

1.5Mと8Mとの大きな違いはスピードの

差だった。しかし実際にはNTT局舎から

の直線距離が3キロメートルを超えたあた

りから、1.5Mサービスのほうが速いという

逆転現象が起きる。そこで、12Mサービス

では、スピードに加えて距離を延ばすこと

にも重点が置かれた。また、ISDNとの干

渉にも強くなった。

そして今回の20M超ADSLは12Mbpsの

後継と位置付けられ、理論的にはすべての

距離で12Mサービスを上回る。

▼20M超ADSLでは速度向上
と拡張性高いモデムがメリット

20M超ADSLに乗り換えた場合、そのメ

リットはスピードの向上だけなのだろうか。

調べてみたところ、今回はほとんど目新し

い付加サービスは追加されそうもない。い

くつかのプロバイダーで、IP電話サービス

の基本料が無料になるくらいだ。20M超

ADSLは、やはり12Mサービスの高速化と

いう位置付けにすぎないようだ。

ただ、ADSLモデムはどんどん進化して

いる。各事業者は20M超ADSLに合わせ

て機器メーカーが開発した新しいモデムを

導入してくる。たとえば、データ伝送速度が

理論値で約5倍の54Mbpsとなった高速な

無線LAN（IEEE 802.11g）やIP電話に対

応したADSLモデムが利用できるようにな

る。ほとんどのモデムで下位互換性は保た

れているので、ADSLのチップが新しくな

ることにより、8MなどのADSLを使ってい

ても、今までのルーターよりはスピードが出

るようになることも考えられる。特にレンタ

ルで利用しているなら、これだけで乗り換

える理由になり得る場合もあるだろう。

▼各社わずかな料金差で
20M超ADSLを利用できる

各事業者、プロバイダー共に、12Mのサ

ービスと20M超ADSLはほとんど同じ金額

で利用できる。それならば、ADSLを新規

に導入する場合には、20M超ADSLを選

んだほうが得なことが多い。逆に、少しで

も値段が安いサービスを利用したい場合に

は、NTT局舎からの距離がある程度近け

れば、その下の12Mサービスを導入するよ

りも1.5Mあるいは8Mを選択するほうがい

いだろう。

値段の安さを重視するユーザー向けに

最近登場し始めたのが、アッカ・ネットワー

クスやトーカイなどが開始した1Mbpsのサ

ービスだ。たとえば＠niftyが提供する

ADSLライトコースは、IP電話への対応が

オプションとなっているものの、月額利用料

が2,000円で回線料金を含めても3,000円以

内という安い料金で使用することができる。

実際、ADSLユーザーの中にも「ダイアルア

ップでは遅いけれども1Mもあれば十分」

という声が多いのも事実だ。住んでいる場

所がどのADSLの提供エリアかによって変

わってくるが、多くの場合は、新規に加入す

るなら、スピードを気にするパワーユーザ

ーは20M超が、価格重視の人は1Mサービ

スがおすすめということになる。

回線スピードや提供されるサービスは環

境により大きく異なる。各回線事業者が提

供するADSLサービスの一覧表を右に掲

載したので、ぜひ参考にしてほしい。

■各ADSLサービスのメリットとデメリット

ADSL接続サービス 位置付け メリット デメリット
リーチDSL 長距離向け ・20km程度まで利用可能 ・近距離でも最大約1Mbpsし

か出ない
1M 最安値のサービス ・安価 ・IP電話に対応しない場合あり

・1.5Mや8Mで使っていた機器
の有効活用

1.5M 比較的長距離向けのサービス ・3kmを超えると8M ADSLより ・モデム買い取りの場合が多い
速い場合も

8M 速度面で1.5Mの ・現状は特筆すべき点なし ・利用可能距離が短い
上位サービス （約4kmまで）

12M 速度および距離で8Mの ・オプションで無線LANが利用 ・局舎に極めて近くても最高
上位サービス できるサービスもあり 10Mbps程度

・利用可能距離が8M ADSL
よりも長い（約7kmまで）

20M超 速度面で12Mの ・現時点でADSL最速サービス ・2kmを超えると極端にスピード
上位サービス ・ADSLモデムが高機能でIP が落ちる

電話や無線LAN（802.11g） ・ADSLでもっとも価格が高い
内蔵の可能性あり
・利用可能距離は12Mと同等
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■主な回線事業者が提供するADSLサービスと月額料金

回線事業者 ADSLサービス名称 下り最大速度 上り最大速度 通信方式 月額利用料 ADSLモデム 屋内配線または 20M超ADSL
（ベストエフォート） （ベストエフォート） （ITU-Tの標準化規格） （電話共有型）*1 利用料 ADSL回線使用料 サービスの提供

（レンタル）*3 （レンタル） エリア（予定）
NTT東日本 フレッツ・ADSL 1.5Mタイプ 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 2,600円 *2 490円 *4 60円 東京23区246市

フレッツ・ADSL 8Mタイプ 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 2,650円 *2 490円 *4 60円 170町21村（7月
フレッツ・ADSLモア 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 2,700円 *2 490円 *4 60円 22日）、9市80町
フレッツ・ADSLモアⅡ 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I 2,750円 *2 490円 *4 60円 14村（7月28日）

NTT西日本 フレッツ・ADSL 1.5Mプラン 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 2,700円 *2 490円/780円 *4 60円 大阪22市（7月）、
フレッツ・ADSL 8Mプラン 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 2,800円 *2 490円/780円 *4 60円 39市33町（8月1
フレッツ・ADSLモア 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 2,900円 *2 490円/780円 *4 60円 日）、266市281
フレッツ・ADSLモア24 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I 2,980円 *2 490円/780円 *4 60円 町村（8月中旬）

ヤフーBB Yahoo! BBリーチDSL 960kbps 960kbps ― 2,280円 690円 168円/176円 *5 Yahoo! BB 12M
Yahoo! BB 8M 8Mbps 900kbps G.992.1 Annex A 2,280円 690円 168円/176円 *5 提供エリアと同一
Yahoo! BB 12M 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex A 2,480円 890円 168円/176円 *5 を予定
Yahoo! BB 26M 26Mbps 1Mbps G.992.5 Annex A 2,680円 990円 168円/176円 *5

アッカ・ネット ADSLエントリーサービス（1M） 1Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 提携プロバイダーによる 47都道府県823局
ワークス 1.5Mbpsサービス 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C （So-net、OCN、@nifty、BIGLOBE、 で予約中。今後順

8Mbpsサービス（10Mbps対応） 10Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C ASAHIネット、ReSET.JP、TikiTikiインターネット、 次エリアを拡大し、
12Mbpsサービス 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C Panasonic hi-hoなどを予定） 47都道府県847局
26Mbpsサービス 26Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I で提供予定

イー・アクセス ADSL 1Mサービス 1024kbps 512kbps G.992.2 Annex C 提携プロバイダーによる ADSLプラス提
ADSL 1.5Mサービス 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C （DTI、@nifty、ドコモAOL、ASAHIネット、BIGLOBE、 供エリアと同一
ADSL 8Mサービス 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C デオデオエンジョイネット、DION、interQ MEMBERS、 を予定
ADSLプラス（12M）サービス 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C isao.net、iTSCOM.net、JENS SpinNet、コジマネット、
ADSLプラスⅡ（24M）サービス 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I ODN、Powered Internet[POINT]、SANNETなどを予定）

ザ・トーカイ パーソナル1000L 1Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 2,780円 500円/780円 176円 静岡県内のNTT
（TNC） パーソナル1500 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 3,180円 500円/780円 176円 収容局にて順次

パーソナル8000 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 3,280円 500円/780円 176円 提供（8月サービス
パーソナル12000 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 3,380円 500円/780円 176円 開始予定）
サービス名未定 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I 未定 未定 176円

トーカイ・ブロー 1Mプラン 1Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 2,190円 500円 168円 神奈川・千葉・埼玉
ドバンド・コミュ 1Mロングプラン 1Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 2,290円 500円 168円 の225収容局順次
ニケーションズ 1.5Mプラン 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 2,790円 500円 168円 提供予定
（T-com） 8Mプラン 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 3,090円 500円 168円

12Mプラン 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 3,190円 500円 168円
サービス名未定 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I 未定 未定 168円

コアラ スタンダード・コアラ［1.5M］ 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 2,300円 500円 176円 福岡市（天神、博多、
アドバンス・コアラ 8M 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 2,600円 360円か500円 176円 平尾、西新、筑紫ヶ丘、
アドバンス・コアラ 12M 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 2,860円 500円 176円 土居町、七隈、香椎、
アドバンス・コアラ 24M 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I 3,160円予定 500円予定 176円 二日市、福岡東、福岡
リーチDSL［1M］ 1Mbps 1Mbps ― 3,190円 500円 176円 南、姪浜）予定

STNet 256kbpsADSLサービス 256kbps 128kbps G.992.2 Annex C 提携プロバイダーによる 四国4県　ADSL
640kbpsADSLサービス 640kbps 320kbps G.992.2 Annex C サービスエリア全
1.5MbpsADSLサービス 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 局（一部より開局
8MbpsADSLサービス 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C し、80局全局へ
12MbpsADSLサービス 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 順次拡大予定）
24MbpsADSLサービス 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I

中国通信ネット 1Mbps ADSLサービス 1Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 提携プロバイダーによる 中国5県 68局
ワーク 1.5Mbps ADSLサービス 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C （各県の主要都
（CTNet） 8Mbps ADSLサービス 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 市から順次拡大

12Mbps ADSLサービス 12Mbps 1Mbps G.992.1 Annex C 予定）
24Mbps ADSLサービス 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I

北海道総合 1.5Mbps ADSLサービス 1.5Mbps 512kbps G.992.2 Annex C 提携プロバイダーによる ADSLサービスエリ
通信網 8Mbps ADSLサービス 8Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I アのすべて（札幌市
（HOTnet） 24Mbps ADSLサービス 24Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I から順次提供予定）
武蔵野三鷹 ADSL1.5Mbpsサービス 1.5Mbps 1Mbps G.992.2 Annex C 2,380円 600円 168円 NTT三鷹、武蔵野ビル
ケーブルテレビ ADSL26Mbpsサービス 26Mbps 1Mbps G.992.1 Annex I 2,680円 600円 168円 エリア（8月中旬開始予
（ParkcityNet） 定。9月以降、吉祥寺、

武藏境へ拡大）

*1 加入電話回線を利用した電話共用型の場合は、加入電話の基本料金などが別途必要。また、ADSL専用型もある。なお、この料金は割引適
用前の料金
*2 別途プロバイダー料金がかかる
*3 ADSLモデム／IP電話機能付きADSLモデム内蔵ルーター利用料（スプリッター含む）
*4 IP電話対応機器（ルータータイプ、アダプタータイプ）を利用する場合は、別途380円が必要
*5 NTT東日本エリアの場合／NTT西日本エリアの場合（ヤフーBBが代行して請求）

※2003年7月上旬現在、20M超ADSLサービスを発表した主な事業者

回線事業者編
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■1M ADSL、20M超ADSL対応の主なプロバイダー

*1 新規に加入する場合の料金。NTT契約料800円やNTT工事費3,050円などが別途かかる。なお、初期費用および月額利用料は割引適用前の料金
*2 NTT契約料含む
*3 別途NTTのフレッツ・ADSLモアⅡ／フレッツ・ADSLモア24の月額料金やADSLモデムレンタル料がかかる（83ページ参照）
*4 NTT東日本エリアの場合／NTT西日本エリアの場合
*5 IP電話対応機器（ADSLモデム）を利用する場合は、通常のADSLモデム利用料は不要（通常のADSLモデムとの交換になる）
*6 NTTの「IP電話対応機器」利用可能

83ページの表参照

83ページの表参照

83ページの表参照

※2003年7月17日現在

プロバイダー ADSLサービス名称 提供回線 下り 上り 初期登録 月額利用 ADSL 屋内配線 IP電話 IP電話対応 IP電話対応機器 備考
事業者 最大速度 最大速度 料金*1 料（電話 モデム利用 またはADSL 対応/初期 /月額料金 レンタル費

（ベストエフォート）（ベストエフォート） 共有型） 料（レン 回線使用料 登録料 （通話料除く） （モデム/TA）
タル） （月額レンタル） *5

＠nifty ADSLライトコース アッカ、イー・アクセス、 1Mbps 512kbps 3,000円*2 2,000円 500円 168円/176円 *4 500円 280円 780円 ＠niftyフォン

T-com、TOHKnetなど

ADSLハイスピードコース T-com 24Mbps 1Mbps 3,300円*2 3,480円 500円 168円 無料 無料 780円 ＠niftyフォン

ADSL ハイスピードコース アッカ 26Mbps 1Mbps 3,300円*2 3,480円 500円 168円/176円 *4 無料 無料 780円 無線LAN利用可（料金未定）

フレッツ・ADSLコース NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 2,000円 *3 無料 無料 *6 ＠niftyフォン

ASAHIネット サービス名未定 アッカ 26Mbps 1Mbps 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

フレッツADSLコースMプラン NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 700円 *3 500円 280円 *6 IP電話F

BB.excite 「500円でADSL」コース NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 500円 500円 277円 *6 BB.exciteフォン

BBplus フレッツ・ADSL NTT東西 24Mbps 1Mbps 800円 無料 *3 500円 280円 *6 BBplusネットフォン

BIGLOBE 「使いほーだいADSLa」 アッカ 1Mbps 512kbps 2,500円 2,000円 500円 168円/ 未対応 未対応 未対応
コース1Mタイプ 176円 *4

サービス名未定 アッカ 26Mbps 1Mbps 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

「フレッツ・ADSL」コース NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,780円 *3 500円 280円（実質無料） *6 BIGLOBEフォン[PN]

DION ADSL ACCAコース 1M アッカ 1Mbps 512kbps 800円 1,870円 500円 168円/176円 *4 未対応 未対応 未対応

IP電話＆ADSL アッカ 1Mbps 512kbps 800円 1,980円 - 168円/176円 *4 無料 ADSL月額 780円 KDDI-IP電話
ACCAコース 1M 利用料込み

IP電話&ADSL イー・アクセス 24Mbps 1Mbps 800円 2,890円 - 168円/176円 *4 無料 ADSL月額 780円 KDDI-IP電話

レギュラーコース24M (e) 利用料込み

IP電話&ADSL T-com 24Mbps 1Mbps 800円 2,890円 - 168円/176円 *4 無料 ADSL月額 780円 KDDI-IP電話

T-comコース24M 利用料込み

IP電話&ADSL アッカ 26Mbps 1Mbps 800円 3,090円 - 168円/176円 *4 無料 ADSL月額 780円 KDDI-IP電話

ACCAコース 26M 利用料込み

DION ADSL NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,580円 *3 500円 280円 380円 KDDI-IP電話
「フレッツ・ADSL」コース

interQ フレッツ・ADSL NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 2,200円 *3 500円 280円 *6 interQ MEMBERS
MEMBERS つなぎ放題プラン[FA] ネットフォン

OCN ADSLサービス1M（A） アッカ 1Mbps 512kbps 無料 1,980円 500円 168円/176円 *4 500円 380円 780円 OCN．Phone

ADSLサービス26M（A） アッカ 26Mbps 1Mbps 無料 3,780円 500円 168円/176円 *4 500円 380円 780円 OCN．Phone、無
線LAN（月額680
円）利用可

ADSLアクセス「フレッツ」プラン NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,950円 *3 500円 380円 380円（TA）*6 OCN.Phone

ODN フレッツ・ADSLプランライト NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,380円 *3 150円 400円 780円 ODN IPフォン

ベーシックプラン NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,950円 *3 150円 400円 780円 ODN IPフォン

Panasonic まとめてADSL-Aコース アッカ 1Mbps 512kbps 無料 1,960円 500円 168円/ 未対応 未対応 未対応
hi-ho エントリーサービス 176円 *4

サービス名未定 アッカ 26Mbps 1Mbps 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

フレッツ・ADSL専用コース NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 980円 *3 500円 280円 380円（TA）*6 hi-hoでんわC

So-net So-net ADSL1M アッカ 1Mbps 512kbps 2,200円 2,000円 500円 168円/ 500円 280円 780円/380円 So-netフォン
（年内限定） 176円 *4

So-net ADSL 26M アッカ 26Mbps 1Mbps 2,200円 3,280円 500円 168円/176円 *4 500円 280円 780円/380円 So-netフォン

フレッツ・ADSLコース NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,950円 *3 500円 280円 *6 So-netフォン

Tiki Tiki TikiTikiADSLコース アッカ 1Mbps 512kbps 3,300円 1,450円 500円 168円/ 未対応 未対応 未対応
インターネット ACCAプラン 1M 176円 *4

TikiTikiADSLコース アッカ 1Mbps 512kbps 3,300円 1,700円 500円 168円/ 500円 280円 780円 TikiTikiフォン
ACCAプラン 1Mプラス 176円 *4

サービス名未定 アッカ 26Mbps 1Mbps 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

TikiTikiADSLコースCTプラン 1M エネルギア 1Mbps 512kbps 3,300円 1,450円 500円 176円 未対応 未対応 未対応

フレッツ・ADSLコース（スタンダード） NTT東西 24Mbps 1Mbps 2,000円 1,200円 *3 500円 280円 *6 TikiTikiフォン

U-netSURF eADSLパック1 イー・アクセス 1Mbps 512kbps 2,000円 1,950円 500円 168円/176円 *4 未対応 未対応 未対応

tADSLパック1 T-com 1Mbps 512kbps 2,000円 1,950円 400円 168円 未対応 未対応 未対応

eADSLパック24 イー・アクセス 24Mbps 1Mbps 2,000円 3,150円 500円 168円/176円 *4 未定 未定 未定

tADSLパック24 T-com 24Mbps 1Mbps 2,000円 3,150円 400円 168円 未定 未定 未定

WAKWAK ざんまいADSLファイン NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,000円 *3 500円 280円 *6 WAKWAKフォン

ざんまいADSLワイド NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,900円 *3 500円 280円 *6 WAKWAKフォン

コアラ リーチDSL［1M］ コアラ 1Mbps 1Mbps 3,000円 3,190円 500円 176円 未対応 未対応 未対応

アドバンス・コアラ24M コアラ 24Mbps 1Mbps 3,000円 3,160円予定 500円予定 176円予定 未定 未定 未定

ぷらら フレッツ・ADSLセット NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 850円 *3 無料 280円（実質無料） *6 ぷららフォン

フレッツ・ADSLプラスセット NTT東西 24Mbps 1Mbps 無料 1,150円 *3 無料 280円（実質無料） *6 ぷららフォン

ヤフーBB Yahoo! BBリーチDSL ヤフーBB 960kbps 960kbps 無料 2,280円 - 168円/176円 *4 無料 無料 690円 BBフォン

Yahoo! BB 26M ヤフーBB 26Mbps 1Mbps 無料 2,680円 - 168円/ 無料 無料 990円 無線LAN（月額990
176円 *4 円）利用可
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特 集

20Mを超えたADSLの実力

20M超ADSLの登場で、「24M」「26M」

という数値がウェブサイトや雑誌の誌面を

賑わしている。この数値はあくまでも最大

スピードなのだが、一見すると誰でもその

スピードが出るかのような広告を見かける

ことがある。

ADSLなどのブロードバンド回線の普及

が広がるなかで、利用者の誤認を招く恐れ

のある広告が多いとして、6月25日、公正取

引委員会からプロバイダー業界の団体であ

る社団法人日本インターネットプロバイダー

協会に対して、広告表示を適正にするよう

に要望書が提出された。今回指摘された

内容は右の5つだ。

右の指摘以外にも、簡単な地区名を記

載するだけでなく、提供が可能なエリアに

関する情報も詳細に明示することが求めら

れている。

確かに、広告などを見ていると、ADSL

の理論上の最大値と無料だけを強調した

ようなキャンペーンを目にすることが多い。

駅前などでモデムやチラシを配る場合に

も、とにかく無料であることのみで勧誘して

いる場合が見受けられる。他の事業者と

の比較広告でも、明らかに平等でない計算

を行っているものがある。

基本的に提供しているサービスが大きく

異なるわけではないので、NTT東西など

回線提供事業者に支払う料金なども含め、

消費者がきちんと判断できるような速度や

料金の表示方法をある程度統一すべきだ

ろう。たとえば@niftyなどでは、速度表示

のコースを取りやめ、「ADSLライトコース」

「ADSLスタンダードコース」「ADSLハイス

ピードコース」などに変更すると発表した。

加入の際にも距離と伝送速度の目安となる

グラフを提示して選択させるという。

実際ブロードバンドにしたはいいが、申

し込みをした接続コースの速度数値が出な

いという問い合わせもプロバイダーにはよ

く寄せられるようだ。それらの数を減らす

ことは、事業者にとってもメリットのある話

だ。また、せっかく新たなコース名称を付

けていくのならば、ある程度、業界で統一

した動きをとったほうがわかりやすいだろ

う。呼称を統一していくのもいいし、消費

者に対する啓蒙活動も必要だ。

社団法人日本インターネットプロバイダー

協会には、地域および大手ISPなど業界の

多くが参加している。もちろん、ADSLをは

じめとするブロードバンドを提供する事業

者も会員の場合が多く、今回指摘のあった

宣伝を行っている事業者のほとんどが参加

しているといえる。

これまでの熾烈な営業合戦によりブロー

ドバンドを利用する裾野が広がったという

見方もあるが、もはやインターネットは生活

の一部として必須なものになってきている。

さらに、高齢者や子供など、デジタルデバイ

ドを解消させるための努力によって、ます

ます誰もが使うものとなっていくだろう。イ

ンフラを提供する事業者団体として、正し

くわかりやすく、消費者に伝えていくための

努力をしていかなくてはならない。業界全

体で、適正な方法を再検討することが望ま

れている。

誇大広告禁止で適正表示が求められる

「24M」「26M」の表示は消える?!

【インターネット接続サービスに係る広告表示についての指摘事項】

（1）インターネット接続サービスの通信速度に関し、あたかも常に最大通信速度
でサービスの提供を受けることができるかのような表示。

（2）期間限定キャンペーン中に適用される価格の比較対照価格として過去に適用
実績のまったくない価格など根拠のない価格の表示。

（3）他社の価格との比較表示において、自社よりも料金の高い事業者のみ選択し
て比較するなどにより他社よりも安いかのように示す表示。

（4）適用範囲や条件、その他に要する費用等を明瞭に表示せず、「無料」、「0円」
等安さを強調する表示。

（5）サポートセンターへの電話がつながりにくいにもかかわらず、電話サポートサ
ービスの充実ぶりなどを強調する表示。

【主な苦情例】

・ブロードバンドの通信速度はベストエ

フォートの最大理論値であり、実効速

度ではない旨の表示が小さくてわか

りにくい。

・電話サポートの充実をうたっている

が、相談窓口の電話がつながりにく

い。窓口担当者の知識不足やたらい

回しなどで、問題の解決に結びつか

ない。

・「○○エリア開局」と○○県すべての

地域が対応しているかのような表示

であるが、実際には自分の住んでい

る地区は未対応だった。

・「最大2か月間無料」といった表示が

されているが、月末に申し込んだ場

合、無料となる期間は実質1か月だっ

た。

・契約・解約、別途加算される料金、サ

ービス利用上の条件等の重要事項が、

特に小さいポイントで表示されてい

ることが多く、消費者の通常の注意で

は気づかない。
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いくらADSLが速くなっても、PC周辺のネットワーク機器がそのスピードに

対応してないことにはどうしようもない。ここでは、ADSLモデムやルーターの

接続例をもとに、接続機器に関する要チェック項目を挙げておこう。

コース変更のその前に

接続機器を20M超スピード
対応にしよう

Ser v ice

▼10BASE-T対応機器が
速さのボトルネックになる
接続速度が10Mbpsを超えるようになっ

たときに気を付けなければならないのが、

ネットワーク周りの接続機器だ。伝送速度

が最大10Mbpsの10BASE-T規格のものか

ら、伝送速度が最大100Mbpsの100BASE-

T/TX規格やそれ以上に高速な規格（ギガ

ビットイーサネットなど）に対応したものに変

更しないと本来の速度的メリットを生かせ

ない。イーサネットケーブル、ルーター、ハ

ブ、LANカードなどすべてがモデムの最大

接続速度以上の速度に対応している必要

がある。

タイプ1 ADSLモデム内蔵ハブ付きルーターを利用している人

タイプ2 ADSLモデム内蔵ブリッジ型ルーターを利用している人

タイプ3 ADSLモデムとルーター単体を利用している人

イーサネットケーブルが
100BASE-T/TX以上の
速度に対応していること。 

LANカード、あるいはマザーボードに直付け
されているLANポートが100BASE-T/TX
以上の速度に対応していること。USB端
子に接続するLANポートは、接続している
USB端子がUSB2.0以上であること。 

LANポートやPCカード型のLAN
カードが100BASE-T/TX以上
の速度に対応していること。 

ADSLモデム内蔵 
ハブ付きルーター 

イーサネットケーブルが
100BASE-T/TX以上の
速度に対応していること。 

ハブが100BASE-T/TX以
上の速度に対応しているこ
と。なかには一部10BASE-
T専用のポートを持つ製品
もあるので接続するポートに
も注意しよう。 

LANカード、あるいはマザーボードに直付け
されているLANポートが100BASE-T/TX
以上の速度に対応していること。USB端
子に接続するLANポートは、接続している
USB端子がUSB2.0以上であること。 

LANポートやPCカード型のLAN
カードが100BASE-T/TX以上
の速度に対応していること。 ADSLモデム内蔵 

ブリッジ型ルーター 

ハブ 

ルーター 

イーサネットケーブルが
100BASE-T/TX以上の
速度に対応していること。 

ルーターが100BASE-T/TX以上
の速度に対応していること。1.5～
8MbpsのADSLモデムとの接続
が考えられていた以前のブロード
バンドルーターでは100BASE-
T/TXに対応していないことが多い。 

LANカード、あるいはマザーボードに直付け
されているLANポートが100BASE-T/TX
以上の速度に対応していること。USB端
子に接続するLANポートは、接続している
USB端子がUSB2.0以上であること。 

LANポートやPCカード型のLAN
カードが100BASE-T/TX以上
の速度に対応していること。  

ADSLモデム 
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特 集

20Mを超えたADSLの実力

無線LAN機器に関してはIEEE 802.11b

が広く普及している。しかし、802.11bは最

大伝送速度が11Mbps、実効速度で4～

5Mbps程度だ。それ以上の速度で通信が

可能な高速ADSL環境では、ここがボトル

ネックになる。高速ADSL環境本来の速度

を生かすなら最大伝送速度が54Mbps（実

効速度20Mbps以上）の802.11aや802.11g

規格に対応したものを導入すればいい。広

く普及している802.11bとの互換性を考え、

外出先でも使いたいなら802.11g規格対応

のものを選択するのがベストだろう。

10メガイーサネット環境を探し出せ！
最大10Mbpsまでの10BASE-T対応機器で比較的新しいものと言えば、1.5～8Mbpsの

ADSLモデムなどに接続するブロードバンドルーターが筆頭に挙げられる。名機と呼ばれ幅

広いファンをつかんだ高性能ルーターの中には今年に入っても10Mbps対応のままだった製

品もある。LANカードやPC本体直付けのLANポート、LANケーブルなどはすでに3年ほ

ど前から10/100BASE-T/TX対応の製品が主流だが、ブロードバンドルーターの100BASE-

T/TX対応は遅れていた。

チェック1 PCのLAN機能

タイプ4 ADSLモデムと無線LANアクセスポイントを利用している人

PCのLANカードや本体直付けのLAN

ポートが10メガイーサネット機器かどうかは

OSのローカルエリア接続の「状態」で確認

できる。速度の項目の数値が現在の接続速

度になるため、目視が簡単だ。ローカルエ

リア接続は「コントロールパネル」→「ネット

ワークとダイヤルアップ接続」をチェックしよ

う。また、ウィンドウズXPならタスクマネー

ジャの「ネットワーク」タブでも確認できる。

タスクマネージャはタスクバー上で右クリッ

ク→「タスクマネージャ」で起動できる。

ウィンドウズXPのタスクマネージャ

ローカルエリア
接続の状態表示

チェック3 イーサネットケーブル

親切な場合はケーブルそのものに

「CAT.5」（100BASE-TX）と書かれている

が、判断できない場合は、1000BASE-T対

応のエンハンストカテゴリー5やカテゴリー

6のケーブルでさえ、今では量販店で数百

円で売られているので、買い換えるといい

だろう。なお、規格外ではあるが、カテゴ

リー3のケーブルでも距離が短ければ実際

は100Mbpsに耐えられると言われている。

チェック4 無線LAN機器

PCカード型のクライアントの場合はカー

ド自体に802.11b、a、g対応と書かれてい

ることが多い。USB接続の無線LANアダ

プターのような小さな機器の場合は型番以

上の情報がないことがある。その場合は

インターネットで検索するのがベストだ。ま

たはチェック1のケース同様にOSを使う

か無線LANのユーティリティーを使えば判

断するのは簡単だ。

チェック2 ルーターやハブ

ルーターやハブの場合は接続ポート側を

見れば書いてあることが多い。「10」「10M」

としか書いてない場合は10メガイーサネッ

ト機器であると判断していい。「10/100」と

ある場合は両対応であることが多い。中に

は特定のポートのみ10メガ対応だというこ

ともある。そのあたりは接続ポート側のパ

ネルや本体裏を参照すれば一目でわかる

ようになっていることが多い。

イーサネットケーブルが
100BASE-T/TX以上の
速度に対応していること。 

ADSLモデムとの接続が100BASE-
T/TX以上の速度に対応していること
。無線LANはIEEE 802.11bではなく
802.11aもしくは802.11gに対応して
いること。 内蔵あるいはPCカードによって

増設した無線LANポートがIEEE 
802.11aもしくは802.11gに対応
していること。USBポートに増設
する製品であればさらにPCの
USBポートも含めてUSB2.0に
対応していること。 

ADSLモデム 
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ついこの間まで1.5MbpsだったADSLがもう26Mbps。なぜ、こんなに早

くADSLは高速化されるのか、また本当にそんな速さの通信が可能なのか。

ここでは、20M超ADSLの技術を見ることで、その可能性を検証してみる。

誰でも最高速が得られるとは限らない

コア技術から読み解く
20M超ADSLの効果

Technology

▼「ダブルスペクトラム」が
20M超を実現する

なぜADSLは 1 . 5Mbps、8Mbps、

12Mbpsというようにスピードを上げること

ができたのだろうか？ このスピードアップ

のベースには「周波数帯を広げる」という技

術が存在している。

ADSLは電話線の高周波数帯を利用し

て通信を行うものだ。12M ADSLの場

合、具体的には上りに約25KHz～138KHz、

下りに138KHz～1104KHzを割り当ててい

るのだが、下りのほうが広い周波数帯を使

うため、上りより下りのほうが速い、非対称

のサービスとなっている。実際には帯域幅

を4.3KHz幅の「搬送波」に分割し、それぞ

れに最大15ビットのデータを詰め込んで伝

送しているので、下り12Mbpsなどのスピ

ードを実現している。これまで利用されて

きた8M/12MのADSLサービスでは、223

個の搬送波を使っていた。ここから計算す

ると約13.4Mbpsの伝送速度となるが、エラ

ー訂正などのオーバーヘッドを考慮すると

最大12Mbpsが実際の伝送速度になる。

20M超ADSLでは、この下りの周波数帯域

の上限を2208KHzまで広げたため、搬送

波の数は479個に増える。つまり、従来の

約2倍の情報を伝送できるようになり、計算

上、約28.7Mbpsの伝送速度を持つわけだ

が、やはりオーバーヘッドがあるために実

際は約26Mbpsが上限になる。これが「ダ

ブルスペクトラム」と呼ばれる20M超ADSL

を支えるコア技術なのだ。簡単に考える

と、20M超のADSLが実現したのは情報を

運ぶ「貨車=搬送波」の数が倍に増えたか

らだと言えるだろう。

約25KHz 138KHz 1104KHz

約25KHz 138KHz 1104KHz 2208KHz

■20M超ADSLはなぜ20Mbps出るのか？

12M ADSL

振幅（信号の強さ）

振幅（信号の強さ）

上り 下り

周波数

周波数

ちなみに…

理論的な伝送速度＝

搬送波の数×1秒間の変調回数（4000
回）×搬送波あたりのビット数

8/12Mの場合

223×4000×15＝13.38Mbps

20M超の場合

479×4000×15＝28.74Mbps

223個の搬送波を使用

周波数帯を単純に倍にして
搬送波の数を増やして高速化

一個の搬送波に15ビットの情報

20M超ADSL

上り 下り
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▼送れるパッケージの数を
増やして高速化

20M超のADSLが「貨車=搬送波」の数

を増やしていることはわかっただろうか。

しかし、次に問題になるのは、これに載せ

る「荷物=データ」の部分だ。実は、NTT

東西やイー・アクセス、アッカが採用してい

るADSLの規格「G.992.1」では、1秒間に

送られるデータの数が8メガビットと決ま

っている。なぜなら、ADSLではデータの

送受信のときにノイズの影響などでエラー

が起こりやすいため、データに必ずエラー

訂正フレームというものを一緒にパッケー

ジして送るのだが、「G.992.1」ではそのエ

ラー訂正フレームを1秒間に8メガビット分

のデータにしか生産できないのだ。そこで

考え出されたのが「S=1/2」「S=1/4」とい

う技術だ。これは、単純にエラー訂正フレ

ームの1秒間の生産能力を倍（S=1/2）、4

倍（S=1/4）にしたもので、1秒間に8メガ

ビットのエラー訂正フレームとデータのパ

ッケージが、2つ、4つと作れるようになる

のだ。ちなみにヤフーBBが使う「G.992.5」

の規格ではエラー訂正フレームのサイズを

自由に設定できるので、これらの技術は必

要ない。

ただし、これらの技術を使ったからと言

って20Mbps以上が確実に出るとは限らな

い。ADSLは周波数帯域が高いほど信号

が減衰しやすいので、20M超ADSLで拡

張された帯域（1104～2208KHz）は特にノ

イズの影響を受けやすいのだ。具体的に

はNTT局舎から1キロメートルを超えたと

ころ（伝送損失10dB程度）で1104KHz以上

の信号は急速に減衰し始め、伝送速度も

急激に低下する。そして2～2.5キロメート

ル（伝送損失20dB程度）で拡張された部分

の信号がほとんど用をなさなくなり、12M

ADSLのときと同じスピードしか出ないの

だ。「ダブルスペクトラム」などで高速化され

た20メガ超ADSLは、きわめて伝送損失が

少ない人のためのサービスなのだ。

線路距離と伝送損失を調べるには

自分の電話回線の線路距離と伝送損失

は、NTT東西のウェブサイトで電話番号を

入力すれば確認できる。ここで線路距離

が2～2.5キロメートル以下、もしくは伝送損

失が20～25dB以下であれば、高周波数

帯を使う20M超ADSLが力を発揮する可

能性がある。それ以上であれば、目に見え

る形で高速化はされないと思われる。

経路情報の検索

NTT東日本
http://www.ntt-east.co.jp/line-info/

NTT西日本
http://www.ntt-west.co.jp/open/senro/
senro_user_index.html

■送れる情報を倍々にしていくS=1/n

■20M超ADSLは距離（伝送損失）による速度低下が激しい

S=1 S=1/2 S=1/4

8M 12M 24M

伝送損失（dB）

どんなに高いところからとんでも
着地地点は同じ……
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▼ノイズに弱い20M超ADSLを
サポートする「オーバーラップ」

実は「ダブルスペクトラム」を使うことで、

12M ADSLのときよりもスピードが低下す

ることがある。

ADSLの搬送波は、音声通話に悪影響

を与えることを避けるため、総務省により

送出電力を20dBm以下に抑えるように定

められている。つまり、「ダブルスペクトラム」

では、同じ電力で12Mのときの倍の搬送波

を送り出していることになり、1つの搬送波

ごとに割り当てられる電力が少なくなる。

電力が弱くなるとノイズの影響を受けやす

くなり、環境によっては、12Mのときよりも

スピードが低下するのだ。これを防ぐため、

どの通信事業者も環境に応じて従来の

12M ADSLと20M超ADSLを自動的に選

択する機能をモデムに持たせている。した

がって、20M超ADSLを申し込んだものの、

実際はモデムが12M ADSLとして動作し

ていたということもありうるのだ。ただし、

20M超ADSL用の新しいモデムでは、アナ

ログの回路などに改良が加えられ、同じ

12M ADSLであっても数百Kbpsの速度

向上が得られる可能性がある。

そのほかにも「オーバーラップ方式」でノ

イズ対策とスピードアップを図る事業者もあ

る（ヤフーBB、アッカ）。オーバーラップ方

式とは上りの帯域も利用して下りの信号を

伝送するものだ。こうすると、上りの信号と

下りの信号が干渉し合いノイズが発生する

ことになるが、そこは「エコーキャンセラー」

（右図）という技術で克服している。一般的

にはこの技術で＋2Mbpsの速度アップが

期待できるとされているが、メリットはそれ

だけでない。低い周波数のほうが信号は

減衰しにくいので、上りの低い周波数帯域

も利用するオーバーラップ方式はNTT局

舎からの距離が長くなっても安定した通信

が可能になるのだ。ただし、これもあくまで

机上の議論。現時点では明確に効果があ

ると断言はできない。

■ノイズに弱い20M超ADSL

■オーバーラップを実現するエコーキャンセラー

搬送波の数が少ないと、1つ1つの搬送波
に割り当てられる電力が強いので、少々の
ノイズにはへこたれない

家のモデムでは下り
信号を「B-A」として処
理。ノイズとして帰っ
てきた「A」を除去し、
正確な下り信号「B」
を受け取る

搬送波の数が多いと1つの搬送波のパワー
が低くなり、ノイズの影響を受けやすくなる

搬送波たち 数が増えた
搬送波たち

ノイズ ノイズ

符号分割（FDM）方式

オーバーラップ方式

下り

上り

下り

上り

138KHz約25KHz 1104KHz

138KHz約25KHz 1104KHz

下り信号（B）の影響で上り信号（A）
が帰ってきてしまう

下りの信号（B）

上りの信号（A）

上りの信号（A）

家のモデム

局舎のモデム

この部分を
下りでも使う
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▼アマチュア無線対策が生む
「26M」と「24M」の差

「ダブルスペクトラム」技術では2208KHz

までの周波数帯を使い、理論上26Mbpsの

スピードを実現すると前述したが、実は右

下の図のように拡張された帯域がアマチュ

ア無線の利用する帯域（1810KHz～

2000KHz）と重なって干渉を起こしてしま

う。そのため、ADSL側はこの帯域の出力

を一定以下に抑えなければならず、伝送速

度は2Mbpsほど低下して24Mbpsとなる。

イー・アクセスやNTT東西などが最大

24Mbpsと表示しているわけは、この干渉

対策の速度低下を考慮しているからだ。

では、なぜヤフーBBは26Mbpsなのか。

これは、「技術自体に26Mbpsの潜在能力

があるので26Mbpsとしている。もちろん、

アマチュア無線対策をしているのでヤフー

BBも理論値で24Mbpsしか出ない。オー

バーラップ方式で＋2Mbpsでないのかと言

われるが、弊社ではこの技術は通信を安

20M超ADSLといっても規格はいろいろある

ADSLの規格は「ITU-T」（国際電気通

信連合電気通信標準化部門）において標

準化されている。「Annex A」や「Annex

I」などの方式は、いずれもITU-Tが勧告

したものだ。ちなみに「Annex」とは付属

文書のことで、「G.992.1」などの規格書に

追加する形で規定された部分を表してい

る。だが、ITU-Tで標準化された規格で

しかサービスを提供できないわけではな

く、たとえ標準化されていない規格であっ

ても国内の「TTC」（情報通信技術委員会）

の合意を得れば、サービスを提供できる

仕組みになっている。たとえば、いくつか

の通信事業者が採用している「リーチDSL」

はITU-Tで標準化されたものではない。

この規格の表を見ればわかると思うが、

ADSLのベースとなるのは「G.992.1」の

8Mbpsサービスの部分だ。あとはそれに

オプションを付けて高速化を図っていると

いうことになる。ここからADSLとは基本

的に8Mbps程度のサービスであり、さらに

高速になったものは、オプションが適用で

きる選ばれた地域の人のための限られた

サービスであるということが読み取れるの

ではないだろうか。

ITU-Tが勧告したADSL関連の規格
G.992.1： 8MbpsのADSL。パラメーターの変更で12～26Mbpsも可能。現在はこの方式が主流。通称

「G.dmt」。ヤフーBB以外の20M超ADSLはすべてこの方式を採用している。
G.992.2： 1.5MbpsのADSL。通信機器のコストを削減するために帯域を狭めたもの。通称「G.lite」。
G.992.3： 12MbpsのADSL。G.992.1を拡張したもの。通称「G.dmt.bis」「ADSL2」。
G.992.4： 1.5MbpsのADSL。G.992.2を拡張したもの。通称「G.lite.bis」。
G.992.5： 20M超ADSL。G992.3を拡張したもので、ヤフーBBが採用する。通称「ADSL+」。
G.992.1の付属文書
Annex A：利用地域を限定しない。主に米国で使われている。ヤフーBBが採用。
Annex B：ドイツなどのISDNとの干渉を考慮した規格。
Annex C：ISDNとの干渉を考慮した規格。日本向けに作られた。
Annex I： Annex Cの高速版で、20M超ADSLを実現する。通称「ADSL2+」。NTT東・西日本やイー・アクセ

ス、アッカが採用。

定させるものと認識しているので＋2Mbps

にはしていない」（ソフトバンクBB技術本部

長、牧園啓市氏）という理由からきたもの

だ。同じく26Mbpsを掲げているアッカ・ネ

ットワークスは「オーバーラップ方式を採用

し、最大28Mbpsのスピードを実現してい

るが、そこからアマチュア無線分を引いて

26Mbpsとしている」（広報マネージャー吉

田朋子氏）という理由で、最大26Mbpsを

標榜しているのだと言う。つまり、同じ

26MbpsでもヤフーBBとアッカではその理

由付けが大きく異なっているのだ。また、

ISDNの信号（0KHz～320KHz）がADSL

と干渉することはよく知られている。自分の

回線に近接した回線がISDNを利用してい

ると、伝送速度が大幅に低下する可能性が

ある。ほかにも、船舶無線（405KHz～

526.5KHz）やAMラジオ（526.5KHz～

1606.5KHz）などもADSLの伝送速度を低

下させることがある。このあたりの事情は

ダブルスペクトラムを使う20M超ADSLも

従来のADSLとまったく同じだ。

約25KHz 138KHz

0KHz 320KHz 526.5KHz 1606.5KHz 1810KHz 2MHz

2208KHz

ISDN AMラジオ アマチュア無線

20M超ADSLでは
アマチュア無線と
の干渉を防ぐため
に、ここの搬送波の
出力を弱くしてい
る。その分スピード
は2Mbpsマイナス
されるのだ
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20M超ADSLで自宅からNTT局舎までのスピードは向上した。今度

はそれ以外のところに目を向けてみよう。バックボーンと家庭内環境

をチェックしなければ20M超の恩恵に与れないかもしれない。

“速く”できるのはアクセスラインだけではない

20M超ADSLはバックボーンと
家庭内インフラでも高速化する

Technology

▼キャリアのバックボーンが
ADSLのスピードを左右する

20M超ADSLで高速化されるのは、ユ

ーザー宅とNTTの交換局を結ぶ「アクセ

スライン」に限られる。もちろん、ここが高

速化されてもほかの経路にボトルネックが

あれば通信速度は向上しない。たとえば、

ADSL事業者のバックボーンが高速アクセ

スラインに対応していなければ20M超

ADSLはその実力を発揮できないだろう。

ADSLサービスではユーザーはアクセス

回線を使って管轄のNTT交換局へ接続す

るが、そこから先はADSL事業者が調達し

た中継回線（事業者のバックボーン）を経由

して、ADSL事業者の「NOC（Network

Operation Center）」に達する。アッカや

イー・アクセスといった「ホールセール」と呼

ばれる事業者の場合、このNOCから専用

線で提携プロバイダーのネットワークにつな

ぎ込み、プロバイダーはIXと呼ばれるイン

ターネットへの接続点へ自分のネットワーク

を引くことになる（右図）。ヤフーBBなど、

プロバイダーとADSL事業者が一体化して

いる場合は、自社のネットワークをそのまま

IXにつなぎ込めばインターネット接続が可

能になる。また、フレッツ・ADSLでは、

NTT局舎から「地域IP網」と呼ばれる

NTT独自の光ネットワークに接続され、フ

レッツ・ADSLを提供するプロバイダーが地

域IP網に自社のネットワークをつなぎ込む

という形を取っている。ここで、問題にな

るのは各事業者のバックボーンの規模だ。

この規模は各社とも公表していないが、関

係者によるとバックボーンの回線容量をユ

ーザー数で割ると数十kbpsにしかならな

もともとATM方式で構築され
ていたが、現在、アッカはイー
サネット方式に移行している

イー・アクセス、アッカ

ユーザー宅

NTT局舎

ADSLキャリア
のバックボーン

ISPの
バックボーン インターネット

ヤフーBBはダークファイバ
ーを使った大規模ネットワ
ークを構築している

ヤフーBB

ユーザー宅

NTT局舎

ヤフーBB
のバックボーン

インターネット

NTT独自ネットワーク。その規
模などは公開されていない

フレッツ・ADSL

ユーザー宅

NTT局舎

地域IP網

インターネット
ISPの
バックボーン

ISPとの
相互接続点

い場合もあるという。

もちろん、20M超ADSLのサービス開始

に合わせて、どの事業者もバックボーンを

増強すると述べているのだが、注意したい

のは各事業者のバックボーンがどのような

ネットワークを使っているかという点だ。も

ともとADSL事業者はバックボーンのネット

ワークをATM（Asynchronous Transfer

Mode）方式で構成することが多かったが、

現在の主要なADSL事業者はイー･アクセ

スを除いて、すべてイーサネット方式に移

行している。というのも、ATMよりもイーサ
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ネットのほうが対応機器などの価格が安く

技術的な進歩も速いので、ADSLサービス

の低価格化などを進めやすい、バックボー

ンの継続的な高速化を行いやすいという

メリットがあるからだ。

▼ユーザー側では屋内配線や
パソコンの性能が問題になる

89ページでも述べたように、20M超

ADSLではノイズの影響で伝送速度が低下

しやすい。そのため、ADSL事業者は提供

するADSLモデム（右写真）のノイズ耐性を

上げているのだが、たとえモデムがノイズに

強くても、屋内の配線の部分でノイズが紛

れ込んではすべてが台無しになる。そのた

め電話の引き込み口とADSLモデムの間は

なるべく短いモジュラーケーブルで接続し

て、ノイズの影響を受けないようにするべき

だ。もし引き込み口とパソコンを離さなけ

ればいけない場合は、LANケーブルを延

長することで対処するといいだろう。

次に、86ページでも解説したようにネッ

トワーク周辺の機器にも配慮したい。とい

うのも、ルーターがボトルネックになる可能

性もあるからだ。1～2年前に発売された

古いルーターではスループットが10Mbps以

下の製品が多く、20M超ADSLで使うには

明らかに力不足だ。現在のルーターは数千

円の安価なものでもそれなりのスループッ

トを持っているため、伝送速度が遅いとき

はルーターを交換することをおすすめする。

また、家庭内で無線LANを使用している

ユーザーも、20M超ADSLでは機器の見

直しが必要だ。ぜひとも、理論値54Mbps

のIEEE 802.11g対応の製品への変更を

検討してほしい。20M超ADSLでは、レン

タルのADSLモデムに無線LAN機能を搭

載しているキャリアもあるが、ヤフーBBの

モデムの無線LAN機能がIEEE 802.11b

であることに気をつけてほしい。おそらく、

今後802.11gに切り替わるのだろうが、いく

らノイズ対策をしても現状ではヤフーBBの

レンタルモデムで無線を使えば、11Mbpsも

出ないことになる。

そのほかに見逃しがちなのがパソコンの

性能だ。20Mbpsを超えるとパソコンの性

能がボトルネックになることもあるのだ。た

とえばメーカー公称のスループットが

90Mbpsのルーターを筆者がテストしたとこ

ろ、最近のパソコン（Pentium4 1.8GHz/

120GB HDD）では80Mbps以上の速度を

得られたが、古いノートパソコン（Celeron

650MHz/20GB HDD）で は せ い ぜ い

50Mbpsしか出なかった。旧世代のCPUや

ハードディスクを使っているなら、回線が持

つ潜在能力を生かし切れない可能性があ

ることを覚えておこう。

NTT-ME
「MN7320」
イー・アクセス、NTT東西のADSLサ
ービスに使用可能。ただし、20M超
ADSLサービスで使うには、ファームウ
ェアアップが必要だ。

●アッカで提供されるADSLモデム

●NTT東西で提供されるモデム ●イー・アクセスで提供される
ADSLモデム

●NTT東西、イー・アクセスで
使える市販のADSLモデム

●ヤフーBBで提供される
ADSLモデム

「Aterm WD632GV」
NECアクセステクニカ製

「FA11-W3」
富士通アクセス製

「Yahoo! BBトリオモデム26M」
IP電話機能、無線LAN機能が搭載さ
れるが、無線 LANの速度は最大
11Mbps。製造メーカーなどは明らかに
していない。

どちらも無線LAN機能（802.11g）とIP電話機能を塔載し、26Mbpsサービスに
備えてノイズ耐性などが強化されている。

NTT東日本
製品名などは非公開

NTT西日本
「Web Caster 620M」

NTT東西ともに、高機能ADSLモデムをレンタルもしくは販売で提供する。また、
ワイアレスセットをレンタル、販売して無線機能も強化する。

「AtermDR304CV」
NECアクセステクニカ製
イー・アクセスでは、IP電話機能内蔵
の「AtermDR304CV」がレンタルされ
る。IP電話機能を持たない「DR204C」
を選ぶことも可能だ。
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20M超ADSLも始まっていないのに、すでに50M ADSLの話も出

ている。しかし、50M ADSLは単に高速化のためだけの技術ではな

かった。ここでは、ADSLの“高速化”以外のアプローチを探る。

ADSL高速化に“ちょっと待った”

「速くする」が最大目的ではない
50M ADSLが年末にも登場

Technology

▼50M ADSLは“50Mbps”
を実現するだけではない

ADSLの高速化は20M超では止まらな

い。ADSLモデムのチップベンダー、センテ

ィリアム・コミュニケーションズは今年3月に

最 大 5 0 M b p s を 実 現 する 技 術

「eXtremeDSL MAX」を発表し、すでに

対応チップのサンプル出荷も開始している

のだ。この、「eXtremeDSL MAX」は年

末にも一部の通信事業者が採用すると見ら

れているので、その時期には「50M ADSL」

のサービスが始まっているかもしれない。

「eXtremeDSL MAX」では、（1）下りに

138KHz～3.75MHzまでの帯域を使用する

「クアド（4倍）スペクトラム」と、（2）アナログ

信号をデジタル信号に変える「A/D変換」

の精度をより高め、各搬送波で17ビットの

データを送信する「ハイビットローディング」

という2つの技術により、理論上は下り

50Mbpsを実現できるという。ところが高い

周波数の信号は減衰しやすく、たとえ50M

ADSLのサービスが始まったとしても

50Mbpsで通信できる人は、収容局から数

百メートルの範囲とごく限られている。また、

3.5MHz帯はアマチュア無線で使われてい

るために、この部分の周波数を抑えると、

実際の速度はさらに遅くなる。

センティリアムによると、50M ADSLの

メリットは単なる高速化ではなく、「20M超

ADSLのサービスエリアが拡大すること」だ

という。シミュレーターを用いたテストによ

ると、ノイズの影響をもっとも激しく受けた

と仮定しても、「eXtremeDSL MAX」を使

えば、収容局から 0 . 8 キロメートルで

24Mbps、1.4キロメートルで12Mbpsの速度

が出ていて、これを導入すれば確実に20M

超の恩恵を受けられる人が増えるのだ。

▼速度ではなくサービスエリアを
広げるために考えられる技術

最大速度ばかりを高めても恩恵を受ける

人の数は限られる。「eXtremeDSL MAX」

のように線路距離が長い人でも安定して、

ブロードバンドのサービスを受けられるよう

になる技術はほかにはないのだろうか。

線路距離が6～7キロメートルもあり、

ADSLの利用が困難な地域がある。こうし

たユーザー向けには現在READSL（Reach

Extended ADSL）という規格が ITU-T

（国際電気通信連合電気通信標準化部門）

で審議されている。400KHz以下の狭い帯

域に強い電力をかけることで、線路距離7

キロメートルでも下り最大192Kbpsを実現

しようというものだ。また、パラダイン社が開

発したリーチDSLは最大960kbps（上り下

り対称）の通信が可能であり、すでにヤフ

ーBBや地方の事業者などで採用されてい

る。この改良版であるリーチDSL2.2では

伝送速度が最大2.2Mbpsに向上し、パラダ

イン社の発表によると線路長が約2.7キロメ

ートルで2Mbps、約5.0キロメートルで

1Mbps、約6.4キロメートルで500kbpsの通

信が可能になるとのことだ。

また、現在のADSLは上りの速度向上は

まったく考慮されていない。そこで、

3.75MHz以上の広帯域を上りに当てるとい

う考えも出てきている。実は、前出のクワ

ドスペクトラムは、4.4MHzまで周波数帯を

拡大することができるのだが、3.75MHz以

上はマンション内の高速通信などに使われ

るVDSLの上り帯域に割り当てられている

ので、干渉を避けるためにここを下りでは

使わない仕様になっている。ならば、いっ

周波数帯を12M ADSLの4倍
近くに増やして高速化を実現

クワドスペクトラム

ハイビットローディング

振幅（信号の強さ）

約25KHz 1100KHz 2200KHz 3750KHz138KHz

12M ADSL

20M超ADSL

50M ADSL

搬送波
15ビット

搬送波
17ビット

一本の搬送波
に17ビットの情
報を詰め込む

周波数
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そのことその周波数帯を、ADSLでも同じ

上り用に使い、干渉をなくしたうえで高速化

させようという動きもある。

これらサービス範囲を広げる、上りをス

ピードアップするという単なる下りの高速化

だけではない技術は現れているのだが、線

路距離が2キロメートル以上で10Mbps以上

といった伝送速度を出すには、電話線を使

っている限り、現在の技術の延長線上では

不可能なようだ。ADSL業界自体は、

ADSL高速化はあくまで限られた人のオプ

ションサービスとして今後提供していくとし

ている。本腰を入れるべきは、いかに広い

範囲で安定したADSLを提供するかという

ことなのだが、これが実現するには何らか

の画期的な新技術が登場することを待つし

かない。

ところで20M超ADSL、50M ADSLはいつ始まるのか

国内の20M超ADSLには、TTC（社団

法人情報通信技術委員会）のDSL専門委

員会スペクトル管理サブワーキンググルー

プでスペクトル管理に関する議論がなさ

れ、その結果を受けてNTT東西が接続

約款の改定を総務省に申請し、約款の改

定が認可され次第、各社のサービスが開

始されるという道のりがある。詳しくは下

表を見ていただきたいが、原稿執筆時に

はすでに認可が下り、各社がサービスを

展開し始めるといった段階まで進んでい

る。ちなみにスペクトル管理とは、電話線

を用いた複数の伝送システム同士が干渉

を起こすのを防ぐためのものだ。では、そ

の後のADSL高速化はどのように進むの

だろうか。国内では基本的に20M超

ADSLと同じ動きをとるのだが、国際的に

はADSLの規格を勧告するITU-Tの総会

が10月に開催される。この場で今回の特

集で紹介した50M ADSLやREADSL

（G992.3 Annex C）などの規格が審議さ

れる予定だ。つまり、50M ADSLのサー

ビスが始まるのは、早くてもITU-Tの審議

が終わった年末になるのだ。ただし、もし

ITU-Tで50M ADSLが承認されない場

合でも、91ページで紹介したようにITU-T

で標準化されていない規格であっても

TTCでの合意さえ得られればサービスを

提供できるので、年内に一部事業者は

50M ADSLのサービス開始に踏み切る

かもしれない。実際、すでに一部の事業

者は局舎側のモデムに50Mbps用のチッ

プを採用しているところもあるのだ。

20M超ADSL、50M ADSL開始までの道のり

TTCのDSL専門委員会スペ

クトル管理サブワーキンググ

ループの第1回会合開催。

ダブルスペクトラムに関連し

た審議が行われ、スペクトル

適合性確認の計算結果を7

月8日の22時までに持ちよ

ることに決定。

15日のNTT西日本の「フレッ

ツ・ADSL モア24」を皮切

りに、22日にNTT東日本が

「フレッツ・ADSL モアⅡ」

を、7月29日にイー・アクセス

が「ADSLプラスⅡ」を提供

開始。ヤフーBB、アッカも8

月上旬までにはサービス提

供をスタートさせる。

ITU-Tにて50M ADSLの標

準化が審議される。ここで

標準化されれば、5 0 M

ADSLサービス開始時期が

近くなる。

TTCにて 50M ADSLにつ

いてのスペクトル適合性確

認結果が出され、総務省が

認可すれば一部事業者が

50M ADSLを開始する可能

性あり。

7月3日 7月9日 7月15日 7月下旬～8月 10月 年末

S S S S

「スペクトル適合性確認結果

報告書」がTTCのウェブサイ

トに掲載され公開されたこと

を受け、NTT東西は接続約

款の変更を総務省に申請。

READSLの搬送波の力

300～400KHｚ 1100KHｚ 2200KHz

周波数

パワースペクトル密度
（PSD）「簡単に言うと、一本の搬送波にどれだけのパ

ワー、つまり電力が割り当てられているかの値」

READSL

12M ADSL

20M超ADSL

いずれも信号の強さの総
計は、総務省で20dBmと
定められている

READSLは搬送波1本当
たりの電力が、ほかの
ADSLに比べて大きい

総務省が接続約款の変更を

認可。事業者の 20M超

ADSL提供開始の準備がす

べて整い、NTT西日本が「フ

レッツ・ADSL モア24」を提

供開始。
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ここまで、新サービスの内容や技術に関して解説してきた。け

れど、これだけでは物足りない。そこで、ADSLサービスの乗

り換えにも役立つ素朴な疑問に回答しよう。

素朴なギモンを一挙に解決

もっと知りたい！
20M超ADSLサービス

Q & A

20Mbpsを超えるものも含めてア

ナログ線を使用するADSLは、主

に回線による伝送損失で速度や伝送可

能な距離が大きく左右される。また外部

から混入してくるノイズや電波の影響も受

ける。

現在のところサービス開始直前という

こともあって最大20Mbps超のADSL接

続サービスで実際どれだけの速度が出

るのか具体的な数字はわかっていない。

ただし、理論値ではNTTの局舎までの

距離が2～2.5キロメートルまでのエリア

なら12Mbpsと比較しても速度的なメリ

ットが得られると言われている。それ以

上離れたエリアの場合でも、ADSLモデ

ムの性能が上がっているため、同じ12M

ADSLでも数百kbps速くなる可能性が

あると言う。また、2キロメートル以内で

あっても環境によってはノイズの影響で現

状の12Mよりも遅くなる可能性がある。

しかし、90ページで解説したように、モ

デムに12M ADSLと20M超ADSLを自

動選択する機能があり、20M超モードで

速度が低下しそうな場合には12Mモー

ドに自動で切り替わって、従来の12Mよ

りも速度を落とさない工夫がされている。

どれだけの速度が出るかの目安は、

NTT東西やアッカ・ネットワークスの情報

サイトで確認できる。

20M超ADSLで
わが家は本当に速くなる？Q

A

「線路情報開示システム」で電話番号を入力して「実行」
ボタンをクリックすると、NTT収容ビルからエンドユーザ
ーまでの線路距離長と伝送損失の値が表示される。

フレッツ・ADSL「おすすめタイプ」診断コーナー

http://flets.com/misc/adspeed.html

20Mbps超のADSLサービスは基

本的に現在ADSL接続サービス

が提供されているのとほとんど同じエリ

アで予定されている。現時点では、アッ

カ・ネットワークス、イー・アクセス、ヤフー

BBが現在提供中の全エリアでの提供を

予定している。NTT東西のフレッツ・

ADSLに関しては提供エリアが幅広いこ

ともあるせいか一部地域に限定して順次

A

伝送損失の値からおよその下り伝送速度を把
握できる。この例では伝送損失が13dBなの
で、伝送速度はおよそ15Mbpsと予想できる。

■「フレッツ・ADSLモアⅡ／モア24」の場合
NTT東日本は7月末までに東京23区に加えて東日本
の255市250町35村で、NTT西日本は7月以降順次
324市314町村で、それぞれ一部地域を除いてサービ
スを開始する予定だ。設備の状況によりサービスが提
供できない地域があるのは従来どおり。

■「Yahoo! BB 26M」の場合
ヤフーBBの「Yahoo! BB 26M」では従来のサービス
提供エリアすべてを対象にしているが、目安としてNTT
局舎までの距離が4キロメートル以上の場合は、他の
低速なADSL接続サービスとの差が出ないこともあっ
て推奨していない。ただし、局舎までの距離が4キロ
メートル以上でも他のサービスよりYahoo !BB 26M
のほうが適している場合もあるとしている。

展開していくことになる。

基本的に従来のADSL接続サービス

以上に対応エリアは広がるが、場所によ

っては速度メリットが出ない場合もある。

サービスエリアは
広がるの？Q
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特 集

20Mを超えたADSLの実力

従来からある12Mbps以下の

ADSLサービスを利用している

ユーザーは、20Mbps超のサービスを利

用するためにはほとんどの場合ADSL

モデムを交換しなくてはならない。レン

タルでモデムを使用しているなら現在の

モデムは返却する必要がある。古くなっ

たモデムだからと言って返却しなくても

いいということはまずないようだ。

新モデムの受け渡しとモデムの返却

方法に関しては各社対応が違うが、大

雑把に分類すると、スタッフによる交

換・回収と宅配便を介したセルフサービ

ス方式の2種類がある。返却にかかる

費用や手間に関してはサービス開始前

ということもあって各社とも未定のところ

が多いが、無料で返却できるケースが多

いようだ。

今使っているADSLモデムは
返却するの？Q

A

せっかく20Mbps超のサービス

にしたのに期待したほどの速度

が出なかったとしたら、従来のより低速

で安価な12M、8M、1.5MなどのADSL

サービスに戻すほうがいいだろう。

20Mbps超サービスから低速なサービ

スへの変更についてはほとんどの事業

者が対応している。変更にかかる料金

についてはまちまちだが、基本的には、

NTTの局舎内での変更工事にかかる

費用（3,050円）と、プロバイダーに支払

うサービス変更手数料がそれぞれ必要

になる。NTT局舎内での工事費は

ADSL接続サービスの新規開始や、8M

から12Mなどのように速度変更を含ん

だサービス種別を変更するようなときに

は必須のものだ。

ちなみにADSL接続サービスを解約

する場合にはNTTの局舎内の工事費

も不要だ。

20M超ADSLにしたけど速度が
まったく変わらない！元に戻せる？Q

A

ADSLをはじめとするモデム

類は比較的熱を多く発生する

電子機器だ。ルーターやパソコン、

CRTモニターなども含めると、夏の

冷房代への影響は小さくない。

この件について問い合わせてみ

たところ「従来とほぼ同じだろう」

（NTT東日本）との回答をもらった。

各事業者が採用しているモデム製品

にもよるが、それほど従来との大き

な差はなさそうだ。ただし、空気に

接触する面積が増える縦置き型の本

体にするなど従来以上に排熱に配慮

したADSLモデムを投入していると

ころもある。発熱量は増えることは

なくてもあまり減ることもなさそうだ。

ADSLモデムは現在
使っているものより
熱くなる？

Q

A

現在ヤフーBBでは駅前など

でモデムを配る営業活動を行

っている。26Mbpsサービス対応の

モデムの配布については、現時点で

は一部量販店で行う予定のようだ。

ただし、場所についてはまだ確定し

た情報がないので、確実に申し込み

たいならウェブサイト上から申し込む

のがベストとのことだ。

Yahoo! BB 
26Mトリオモデムは
外でも配るの？

Q

A

■NTT東日本の場合
旧モデムと新モデムの交換や、宅配便などでの配送
と玄関口に出した旧モデムの回収など、すべて無料
で行う予定。

■アッカ・ネットワークスの場合
着払いの伝票の付いた袋を新モデムとともに発送。
その袋を利用してユーザーの手で旧モデムを返送し
てもらう形になる予定。

■ヤフーBBの場合
現段階では返却方法は未定。従来の方式では宅配
便を利用した旧モデムと新モデムの交換による。

プロバイダー名 コース変更手数料 *1 NTT局舎内工事費 備考

NTT東日本（フレッツ・ADSLモアⅡ） 0円 *2 3,050円 接続速度変更すべて

NTT西日本（フレッツ・ADSLモア24） 0円 *2 3,050円 接続速度変更すべて

ヤフーBB 2,000円 3,050円 8M→12M例

OCN（アッカ） 3,000円 3,050円 8/10M→12M例

＠nifty（アッカ、イー・アクセス） 3,000円 3,050円 8/10M→12M例

BIGLOBE（アッカ、イー・アクセス） 3,000円 3,050円 8/10M→12M例

接続コース変更手数料の例

※速度面の不満などでサービス変更した場合の割引などは除いた料金（イー・アクセス＋BIGLOBEなど。この例では最大6か
月、月2,000円まで割り引き）
*1レンタルモデムの変更手数料含む
*2プロバイダー側でも不要。モデムに関しては12M対応のモデムであればそのままフレッツ・ADSLモアⅡ（24M）に対応可能
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